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１ 報告に当たって 

 

「オンブズパーソン最後の年を迎えて」 

 

            代表オンブズパーソン  河 野 泰 義 

  

令和５年８月は新庁舎が落成し、職員の方々が広い空間でそれぞれの仕事

をされ、市民の方々も大きなフロアで窓口案内を受けつつ各種手続を行う新

しい光景が広がりました。今年度も市の行政に遠慮のない注文をさせていた

だきましたが、職務を通じて感じた点を申しあげます。 

まず、縦割行政を再考し、現場感覚を涵
かん

養することをお願いします。当然

ながら、市民は各課の所管事項の詳細を理解していません。問題をどの課に

相談すべきか、問題の在り処
か

自体が分らないことも多く、相談の敷居が高く

なっています。所管内容の重複や間隙
かんげき

も見られます。問題が拗
こじ

れないよう、

普段から関係各課が対等な立場で市民の生活を第一に、密に連絡して適切に

対処できる体制作りを望みます。 

次に、行政の仕組みを分かりやすい言葉で普及することが必要です。専門

用語を使用して事務を効率化し、ミスを防ぐことは大切ですが、市民にとっ

てはよく理解できずそのままにし、後に紛争に結び付くこともあり得ます。

各課の所管内容や体制は毎年度検討され改善されているようですが、引き続

き問題意識を持ち、市民に分かりやすく身近な行政の普及に努めていただき

たいと思います。 

最後に、市民に寄り添う行政を心掛けるため、相談制度の拡充に努めてく

ださい。近年、市民が民主国家の一員としての自覚の下、様々な活動に関わ

る機運が見られ頼もしく思いますが、報道では、弱者や少数者が行政の網か

ら漏れる事態もまた見られるところです。それには市民が行政に関心を持つ

ことも必要ですが、独立の苦情申立処理としてのオンブズパーソン制度が活

用されやすくすることも大切です。毎月の定例会で、オンブズパーソン事務

局職員により様々な苦情相談が報告され、市民の埋もれた不満や不安に応え

るのが如何
い か

に大変かを痛感させられます。 

今後も、職員の方々には、市民に信頼される自治体としての 矜
きょう

持を保ち、

困っている市民の方々の要望に応えていただくことを念願します。 
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「４年目のご挨拶」 

 

オンブズパーソン 近 藤 わ か な  

 

早いもので、府中市オンブズパーソンに就任して４年目（再任２年目）に

入り、最後の任期となりました。就任以来、市のオンブズパーソン担当事務

局の方々に、相談、調査及び判断を行うための適切な環境を常に整えていた

だいたおかげで何とかやってこられました。深く感謝しております。 

これまでの３年半を振り返りますと、令和３年度の苦情申立件数が突出し

て多かったことが一番印象に残っております。申立件数が多かったというこ

とは、オンブズパーソン制度の周知もされているということだとは思うので

すが、その後の申立件数の減少や、令和６年２月の広報で当制度の紹介がな

されたところ問合せが増加したということからすると、本格的な周知のため

には絶え間ない広報が必要ということかもしれません。市民の方々には、簡

易迅速な救済手続である本制度を広く知っていただいた上で、是非、ご活用

いただきたいと思います。 

一方で、行政需要の複雑化、高度化に伴い、市のどの部署も総じて忙しく

なっているにもかかわらず、これまで申立ての対象となった市の各部署は、

オンブズパーソンが行う調査や、是正勧告について、全て真摯に対応してく

ださいました。今後、申立案件の対象となった場合、かなりのご負担をお掛

けするとは思いますが、早期の自浄作用につながるものと考えておりますの

で、市の各部署には、引き続きご協力いただければ幸いです。なお、これま

での申立案件の調査をする中で感じた、市役所職員の方々に普段意識してい

ただきたいこととして、行政機関と市民とでは社会的な力の差があり、対等

ではないということを挙げたいと思います。市民を常に弱者と見て過剰な配

慮をする必要はありませんが、頭の片隅にその認識を持っておかれることは

重要なことだと考えております。 

世の中に目を向けてみると、相変わらず世界情勢も国内景気も厳しいまま

で、明るい展望を持ちにくい日々が続いています。しかし、府中市は、令和

５年８月に庁舎が新しくなり、令和６年４月には市制施行７０周年を迎える

ことで、明るい雰囲気に包まれているように感じます。オンブズパーソン制

度が十分に機能して、開かれた市政の一助となることを祈りつつ、残された

半年間の任期を全うしたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 
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２ 運営状況の概要 

 (1) 苦情申立て等の受付状況 

   令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの状況は、書面による

苦情申立ては７件、来訪や電話などによる苦情相談は２３件、問合せは

１１件、資料請求は４件で、合計４５件となっている。 

種 別 
 
 
申立 
方法 

苦 情 関 係 

問合せ 

資 料 請 求 

合計 苦情申立
受  付 

苦情相談
受  付 

計 官公庁 個人 計 

来  訪 ２ １０ １２ ３ ０ ４ ４ １９ 

郵  送 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

ﾌｧｸｼﾐﾘ･ﾒｰﾙ ４ １ ５ ０ ０ ０ ０ ５ 

電  話 １ １２ １３ ８ ０ ０ ０ ２１ 

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合   計 ７ ２３ ３０ １１ ０ ４ ４ ４５ 

 (2) 苦情申立ての内容 

ア 令和５年度受付分 

受付 
番号 

申立受付 
年 月 日 

申立ての内容 市の関係機関 処理結果 

１ 
令和５年 
５ 月 １ 日 

移動支援の対象に身
体障害者も入れてほ
しいことについて 

福 祉 保 健 部 
障害者福祉課 

意 見 表 明 

２ 
令和５年 
５ 月２９日 

遺跡調査での費用の
説明と可能な差額費
用の払戻しについて 

文化スポーツ部 
ふるさと文化財課 

市に不備なし 

３ 
令和５年 
５ 月２９日 

市の誤った行政指導
を受けたため、遺跡
調査費の全額返却を
求めることについて 

文化スポーツ部 
ふるさと文化財課 

その他 
（苦情に係
る事実のあ
った日から
１年を経過
しているも
の） 

４ 
令和５年 
７ 月３１日 

ブロック塀等安全対
策費用助成金の申
請の対応について 

都 市 整 備 部 
建 築 指 導 課 

その他 
（推移を見
守るもの） 

５ 
令和５年 
９ 月 ４ 日 

発掘調査費の負担に
ついて、法律の趣旨
にのっとった正しい
行政を行うよう改善
を求める 

文化スポーツ部 
ふるさと文化財課 

その他 
（調査する
ことが相当
でないもの） 
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６ 
令和５年 
９ 月２５日 

市職員の市民からの
情報提供の取扱いに
ついて 

福 祉 保 健 部 
地域福祉推進課 
障害者福祉課 

意 見 表 明 

７ 
令和５年 
１１月１３日 

用水路を含む住宅開
発造成工事における
被害とトラブルにつ
いて 

都 市 整 備 部 
道 路 課 
計 画 課 

調査継続中 

イ 令和４年度からの調査継続分 

受付 
番号 

申立受付 
年 月 日 

申立ての内容 市の関係機関 処理結果 

２ 
令和４年 
１０月２４日 

教育委員会からの公
文書、文化財保護法
第１０５条の運用に
ついて 

文化スポーツ部 
ふるさと文化財課 

取 下 げ 

３ 
令和５年 
３ 月１６日 

生活福祉課職員の
電話対応について 

福 祉 保 健 部 
生 活 福 祉 課 

意 見 表 明 

 (3) 苦情申立ての処理状況 

   令和５年度の受付分は７件あり、調査継続中のものが１件、その他６

件は調査を終了し、その結果を申立人に通知した。通知した内容は、苦

情申立ての趣旨に沿ったもので、意見表明したものが２件、推移を見守

るものが１件、苦情申立ての趣旨に沿わなかったもので、市に不備がな

かったものが１件、その他のものが２件となっている。 

   また、令和４年度からの調査継続分は２件で、取下げが１件、苦情申

立ての趣旨に沿ったもので、意見表明したものが１件として終了してい

る。 

   令和５年度の行政組織別の苦情申立受付件数は、文化スポーツ部３件、

福祉保健部２件、都市整備部２件となっている。 

処 理 区 分 件数 

苦情申立受付件数 ７ 

 １ 苦情申立人に結果通知等したもの ６ 

  (1) 苦情申立ての趣旨に沿ったもの ３ 

   ア 意見表明したもの ２ 

   イ 勧告したもの ０ 

   ウ 提言したもの ０ 

   エ その他のもの １ 

 (2) 苦情申立ての趣旨に沿わなかったもの ３ 
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   ア 市に不備がなかったもの １ 

   イ 所管外のもの ０ 

   ウ その他のもの ２ 

    (ｱ) 苦情申立人自身に直接利害関係がないもの ０ 

    (ｲ) 苦情に係る事実のあった日から１年を経過してい

るもの 
１ 

    (ｳ) 虚偽その他正当な理由がないもの ０ 

    (ｴ) 調査することが相当でないもの １ 

 ２ 苦情申立てが取り下げられたもの ０ 

 ３ 次年度へ調査継続となったもの １ 

 (4) 苦情申立ての処理日数の状況 

   受理した苦情申立ての処理日数の最短は１０日、最長は２１４日、平

均処理日数は９３．８日であった。 

 (5) オンブズパーソン会議の開催状況 

   オンブズパーソンと事務局職員により、オンブズパーソンの職務執行

に関する重要事項について協議するため、毎月、オンブズパーソン会議

（定例会）を開催した。協議事項及び定例会開催状況は、次のとおりで

ある。 

ア 協議事項 

   (ｱ) 府中市オンブズパーソン業務運営状況報告書について 

   (ｲ) 令和５年度月別苦情申立受付状況及び処理状況について 

   (ｳ) オンブズパーソンの意見交換について 

   (ｴ) オンブズパーソンによる出張相談について 

   (ｵ) その他 

  イ 定例会開催状況 

開催年 開催月日 開催年 開催月日 

令和５年 

① ４ 月２４日（月） 

令和５年 

⑦１０月３０日（月） 

② ５ 月２９日（月） ⑧１１月２７日（月） 

③ ６ 月２６日（月） ⑨１２月２５日（月） 

④ ７ 月３１日（月） 

令和６年 

⑩ １ 月２９日（月） 

⑤ ８ 月２８日（月） ⑪ ２ 月２６日（月） 

⑥ ９ 月２５日（月） ⑫ ３ 月２５日（月） 
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 (6) その他の活動 

ア 出張相談 

    オンブズパーソン制度のより一層の周知と市民の利便性を図ること

を目的として、紅葉丘文化センター（６月）、片町文化センター（１０

月）、住吉文化センター（２月）の３施設において出張相談を実施し

た。 

イ 視察 

    市の施設における業務内容や運営状況等について、オンブズパーソ

ン自身が把握することを目的として、令和５年１１月２７日（月）に

男女共同参画センター「フチュール」の視察を実施した。 

  ウ 第２４回全国行政苦情救済・オンブズマン制度連絡会 

    令和５年１２月１日（金）にＷｅｂ会議形式で開催された、総務省

主催による全国行政苦情救済・オンブズマン制度連絡会に参加し、全

国の自治体オンブズマン等との意見交換等を行った。 
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３ 苦情申立ての処理事例 

 (1) 苦情申立ての趣旨に沿ったもの 

ア 意見表明したもの 

受付第１号  移動支援の対象に身体障害者も入れてほしいことについて 

対 象 機 関  市長（福祉保健部 障害者福祉課）  

苦情申立て  

の  趣  旨  

申立人は、移動支援の対象に身体障害者も入れてほしい

と要望している。  

調 査 結 果  

及 び 意 見  

表明の要旨  

申立人の疾患である体幹機能障害は、ほぼ同一の姿勢を

保っていられず、車椅子は手押し式で介助なしの外出はで

きない点で、日常生活の不便は著しいものがある。加えて、

単身者で家族、親戚、縁者等の援助者がいないこと、勤務

先等がなく、いわゆる受入先の合理的配慮が期待し難いこ

となどの状況にある。また、前住所地では移動支援（自動

車での送迎）を受けていたため、当該支援を受けることが

できない場合、従来の生活を維持することが困難である。

これらのことを踏まえると、申立人は正に移動支援が必要

な状況にあり、特にこれを移動支援の対象外とする合理的

な理由は見出せない。  

また、周辺の数市において、申立人と同程度の疾患を有

する身体障害者を移動支援の対象としており、市内でも移

動支援の対象者の拡充・サービス向上の要請は高いといえ

る。  

そこで、申立人については、要望に沿った移動支援を行

うことが必要かつ相当であり、市は、申立人を対象外とす

る従来の方針を見直し、可及的速やかに具体的な方策を立

て、実行に移すよう意見する。 

是 正 等 の  

措 置 状 況  

障害のある方が地域で自立した生活ができるよう、対象

者を含め、移動支援に係る要綱等の見直しを令和６年度に

行えるよう検討を進める。申立人については、改めて状況

を的確に把握し、適切な支援を行う。  

処 理 日 数  ７８日  
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受付第６号  市職員の市民からの情報提供の取扱いについて  

対 象 機 関  市長（福祉保健部 地域福祉推進課、障害者福祉課）  

苦情申立て  

の 趣 旨  

社会福祉法人に勤務している申立人が勤務中に理事長及

び副理事長に呼び出され、「あなたの家族が市に対し、うち

の法人が書類を改ざんしていると言ったそうだが、改ざん

はしていない。何か思うところがあるのなら市に言うので

はなく、我々に直接言って欲しい。」と言われた。身に覚え

のない事を市から法人に伝えられたことは、これまで申立

人が築いてきた信用を失墜させる行為であり、このような

ことがなぜ起きたのか説明と謝罪を求める。  

調 査 結 果  

及 び 意 見  

表明の要旨  

 市が、申立人の家族から市に提供された情報を本件法人

に知らせたことは、市が本件法人職員である申立人に事前

に真偽を確認しなかったことはもちろんのこと、通報窓口

である市が本件法人に法人職員の家族から情報提供があっ

たことを伝えたこと自体が不適切と判断する。  

 市は本件申立人が家族に法人内部の情報を漏らしたわけ

ではなかったことを説明して誤解を解いてあると述べてい

るが、今後申立人の希望がある場合には、申立人の置かれ

た状況に配慮して、本件法人に再度説明を行うよう望む。

また、本件の背景には複雑な経緯があることから、本件法

人の改善度合いに伴って、市と本件法人との関係、通報窓

口としての市と法人職員との関係を見直すことも必要と考

える。  

是 正 等 の  

措 置 状 況  

本件の事実確認については、まず苦情申立人への聴取を

実施すべきであったと深く受け止め、今後このような事態

にならないよう注意する。また、聴取を怠ったこと及び聴

取もせず法人に事実でない情報を伝えたことは不適切であ

り、混乱を招いた原因につながったことから、謝罪の意を

表明するとともに、原因の説明についても、申立人の希望

に応じて対応する。 

今後、通報や情報提供などがあった際は、その内容を通

報者から傾聴し、確認する。その上で、公益通報者保護制

度における取扱いに該当する場合は、制度に基づき対応し、

対象とならない情報提供等については、情報提供者に同制

度を説明し、該当しない旨の理解を得るように努める。 

処 理 日 数  １２９日  
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受付第３号  
（令和４年度からの調査継続分）  

生活福祉課職員の電話対応について  

対 象 機 関  市長（福祉保健部 生活福祉課）  

苦情申立て  

の  趣  旨  

申立人は、親族の生活保護申請に伴う扶養照会を受けた

が、届出用紙に記載する内容について疑問点があったので、

生活福祉課担当者に電話をして質問した。しかし、申立人

が個別の事情に基づく具体的な質問をしているにもかかわ

らず、担当者は終始明確な回答を避け、書類の記載方法の

質問に対しても他人事のように対応した。この担当者の対

応は、審査する側、される側の地位の差を利用した明らか

に不当な対応であると考えるため、業務の改善と苦情を申

し立てる。  

調 査 結 果  

及 び 意 見  

表明の要旨  

市の生活福祉課担当者は、扶養照会について個別の事情

に基づく具体的な質問をした申立人に対し、扶養照会が扶

養履行の要請ではなく、扶養意思の確認のための書面であ

ったため、内容に踏み込めないことを説明する必要があっ

た。しかし、それをせずに、扶養届の記載については記載

者に一任されているため、こちらでは答えられないという

回答を繰り返し、硬直的な対応に終始したことは不適切で

あったと考えるため、改善を求める。  

是 正 等 の  

措 置 状 況  

生活福祉課全職員に対し、「市民から問合せをいただい

た際には、相手方の話を丁寧に聴取し、丁寧な説明に努め

ること」を改めて周知徹底した。  

全職員が、扶養照会を始めとした生活保護制度に関する

問合せに対し、最新の傾向と運用に基づいた的確で分かり

やすい説明や回答ができるよう、全職員の知識向上のため、

課内研修の一層の充実・強化を図る。また、職員の経験年

数等に左右されることがないよう、マニュアルの整備・見

直しに努める。  

処 理 日 数  ７４日  
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イ その他のもの（推移を見守る） 

受付第４号  ブロック塀等安全対策費用助成金の申請の対応について  

対 象 機 関  市長（都市整備部 建築指導課）  

苦情申立て  

の  趣  旨  

ブロック塀等安全対策費用助成金の申請をしたが、担当

課から虚偽の情報を示されたり、対応を不当に先延ばしさ

れた結果、提出すべき資料が間に合わず、申請を断念させ

られた。担当課の対応は、市の助成金制度を利用できる市

民に対し、まともに市の政策を実施する気があるようには

見えず、非常に腹立たしく残念でならない。  

調 査 結 果  

の 要 旨  

本件は、手続の全般を通して、市担当課の対応の遅れが

顕著に現れている。当該助成事業による助成を求める場合、

様々な資料の提出が必要となるが、本件は市では珍しい擁

壁のあるケースであったため、担当課の迅速で的確な指示

や、準備の時間が普通以上に必要であった。申立人代理人

から見れば、時間のない中で次々と重要な判断を迫られた

上、結局は時間切れで申請を断念せざるを得なかったわけ

で、申立てに至った心情は十分に理解できる。担当課の側

にも酌むべき事情はあるものの、手続の遅延を防ぐ手立て

はあったはずであるから、担当課の対応に問題があったと

判断する。ただし、本件申立人代理人が述べているような、

虚偽の情報の提示や不当な先延ばし、まともに市の政策を

実行する気がないということを認めるに足りる事情はなか

った。 

オンブズパ

ーソンの対

応及び意見  

本件は申立人代理人が申請を断念した直後（苦情申立て

前）から担当課が謝罪、説明のための努力を始めていて、

９月の段階で直接謝罪を行い、救済措置を行うべく動き始

めているとの報告を受けており、今後の推移を見守ること

とする。 

府中市ブロック塀等安全対策費用に係る助成事業はとて

も有意義な制度だ。市側も、市民に積極的に申請して欲し

いと考えている制度なので、今後、活発に利用されること

を願う。 

ただ、担当課職員に専門的な知識や経験が必要ならば、

職員の異動等で知識・経験不足の職員が対応しなければな

らない事態を想定し、課としての対策を考えておくべきで

ある。チェック方式のシートなどがあれば有用ではないか

との本件申立人代理人の意見を参考までに伝える。 

処理日数  １１０日 
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 (2) 苦情申立ての趣旨に沿わなかったもの 

  ア 市に不備がなかったもの 

受付第２号  
遺跡調査での費用の説明と可能な差額費用の払戻しについ

て  

対 象 機 関  市長（文化スポーツ部 ふるさと文化財課）  

苦情申立て  

の 趣 旨  

遺跡調査で写真撮影作業、測量作業の費用が遺跡調査会

（ふるさと文化財課内）のミスで業者に二重に支払われた

事が確認された。ふるさと文化財課は、出資者である申立

人に、この事実の説明と可能な差額費用の払戻しを求める。 

調 査 結 果  

の 要 旨  

現時点の資料による限り、遺跡調査会の過誤で申立人に

二重払いをさせている、という確証には至らなかった。し

たがって、この点について市に説明義務を課することは、

その前提を欠き、相当でない。  

オ ン ブ ズ  

パ ー ソ ン  

の 対 応  

及 び 意 見  

本件については、既に長期間にわたる交渉過程で説明し

尽くされ、市の対応に問題があったとすることはできない。

しかし、今後、類似の事案において事業者と遺跡調査会と

の間で委託契約を締結するに際しては、無用な紛争を招く

ことのないよう、細部にわたる正確かつ納得のいく説明が

行われることを強く期待する。  

処 理 日 数  ９９日  

  イ その他のもの 

   (ｱ) 苦情に係る事実のあった日から１年を経過しているもの 

受付第３号  
市の誤った行政指導を受けたため、遺跡調査費の全額

返却を求めることについて  

対 象 機 関  市長（文化スポーツ部 ふるさと文化財課）  

苦情申立て  

の 趣 旨  

遺跡調査費の事業者負担について、市から誤った行政

指導を受け、文化財保護法の定める「指示」であると誤

認していたが、東京都教育委員会が通知した文書は、こ

れに当たらないことが分かった。市の誤った行政指導に

より遺跡調査費の金額を出資し、金銭的な損失を被った

ため、この費用の返却を求める。  

オンブズパ

ーソンの対

応及び意見  

苦情に係る事実のあった日から既に１年を経過してい

ることが明らかであるため、本件は調査しないこととす

る。  

処 理 日 数  ３６日  
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   (ｲ) 調査することが相当でないもの 

受付第５号  
発掘調査費の負担について、法律の趣旨にのっとった

正しい行政を行うよう改善を求める  

対 象 機 関  市長（文化スポーツ部 ふるさと文化財課）  

苦情申立て  

の 趣 旨  

発掘調査費の負担に疑問を感じ、法的に正しく公平な

情報を得ようと市に質問したが、市からは公平な情報や

納得できる説明も得られなかった。市は遺跡調査費を負

担させる目的で申立人の法的な権利を教えず、建設認可

権を持つ強い立場により、申立人に支払義務のない金銭

を支払わせた。市は施主である申立人に対し、どの法律

に基づき何の指示を出しているかを具体的に説明する義

務があり、法律の趣旨にのっとった行政を行うよう求め

る。  

オンブズパ

ーソンの対

応及び意見  

苦情の趣旨こそ異なるものの、理由とするところは、

受付第３号とほぼ同じ内容であり、その実質は同一案件

であると認められ、調査することが適当でない。  

処 理 日 数  １０日  

 (3) 苦情申立てが取り下げられたもの 

受付第２号  

（令和４年度からの調査継続分）  

教育委員会からの公文書、文化財保護法第１０５条の運用に

ついて  

対 象 機 関  市長（文化スポーツ部 ふるさと文化財課）  

苦情申立て 

の 趣 旨  

①教育委員会から「出土品の文化財認定について」の公文書が

届いた。これは、いわれのない刑事罰の可能性及び府中警察署と

の協議に言及した文書で、不当な脅迫を受けた。このことに対し

て、公文書での謝罪を求める。 

②文化財保護法の第１０５条にのっとった発掘調査を実施し

て欲しい。 

取下げ経緯  

オンブズパーソンは、この申立てを受理し、調査を進めていた

が、別の趣旨で申立てするため、こちらは取り下げるとの連絡が

あったことから、調査を中止した。 

処 理 日 数  ２１４日 
 



年度別

      　　　区分

１　苦情申立書受理件数 7 10 7 8 18 253

前年
継続

当年
前年
継続

当年 当年 当年
前年
継続

当年 当年 当年 当年
前年
継続

当年
前年
継続

当年 252

7 162 1 7 7 8 1 6 7 8 13 4 1 1 6 239

2 38 0 2 2 2 0 0 2 3 3 1 0 1 3 59

ア　意見表明したもの 1 2 0 0 0 1 0 0 0 0 2 1 0 1 2 10

イ　勧告したもの 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4

ウ　提言したもの 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

エ　その他のもの 0 36 0 1 1 0 0 0 2 2 1 0 0 0 1 44

5 124 1 5 5 6 1 6 5 5 10 3 1 0 3 180

ア　市に不備がなかったもの 5 103 1 5 4 5 1 5 5 5 6 3 1 0 1 150

イ　所管外のもの 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 10

ウ　その他のもの 0 15 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 20

0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9

0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 4 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 8

３　苦情申立てが取り下げられたもの 0 8 0 2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 13

0 8 0 0 0 1 0 0 0 0 4 0 2 0 1 16

(ｴ)　調査することが相当でない
　　 もの

４　次年度へ調査継続となったもの

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

［受理後の処理状況］

２　苦情申立人に結果通知等したもの

累
計

(1)　苦情申立ての趣旨に沿ったもの

(2)　苦情申立ての趣旨に沿わなかった
　　 もの

(ｱ)　苦情申立人自身に直接利害
　　 関係がないもの

(ｲ)　苦情に係る事実のあった日
　　 から１年経過しているもの

(ｳ)　虚偽その他正当な理由がな
　　 いもの

178 9 6 7

令
和
４
年
度

3

４　参考資料

  (1)年度別統計表

（単位：件）

平
成

12～26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
５
年
度
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(2) 府中市オンブズパーソン条例等 

 

府中市オンブズパーソン条例 

平成１２年９月２６日 

条例第２６号 

 （目的） 

第１条 この条例は、市民の市政に関する苦情を公正かつ中立的な立場から簡易迅速な手続

で処理し、市政の改善に関する提言等を行うため府中市オンブズパーソン（以下「オンブズ

パーソン」という。）を設置し、市民の権利利益を擁護するとともに、市政に対する市民の

理解と信頼を高め、開かれた市政の一層の推進に資することを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この条例において「苦情」とは、自己の利害に係る市の機関の業務の執行に関する事

項又は当該業務に関する職員の行為についての不平又は不満をいう。 

 （所管事項） 

第３条 オンブズパーソンの所管する事項は、市の機関の業務の執行に関する事項及び当該

業務に関する職員の行為とする。ただし、次の各号に掲げる事項を除く。 

 (1) 判決、裁決等により確定した事項 

 (2) 現に判決、裁決等を求め係争中の事項 

 (3) 議会に関する事項 

 (4) 職員の自己の勤務条件等に関する事項 

 (5) オンブズパーソンの行為に関する事項 

 （職務） 

第４条  オンブズパーソンの職務は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 (1) 市政に関する苦情の申立てを受け付け、これを調査し、迅速に処理すること。 

 (2) 自己の発意に基づき、事案を取り上げ調査すること。 

 (3) 申立てに係る苦情又は自己の発意に基づき取り上げた事案（以下「苦情等」という。）

について、市の機関に対し意見を述べ、若しくは是正等の措置を講ずるよう勧告し、又は

制度の改善に関する提言を行うこと。 

 (4) 勧告、提言等の内容を公表すること。 
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（オンブズパーソンの責務） 

第５条 オンブズパーソンは、市民の権利利益を擁護するため、公平かつ適切にその職務を遂

行しなければならない。 

２ オンブズパーソンは、その職務の遂行に当たっては、市の機関と連携を図り、相互の職務

の円滑な遂行に努めなければならない。 

３ オンブズパーソンは、その地位を政党又は政治的目的のために利用してはならない。 

４ オンブズパーソンは、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、

同様とする。 

 （市の機関の責務） 

第６条  市の機関は、オンブズパーソンの職務の遂行に関し、その独立性を尊重するとと

もに積極的に協力しなければならない。 

 （市民の責務） 

第７条 市民は、この条例の目的を達成するため、この制度が適正かつ円滑に運営されるよう

努めなければならない。 

 （組織等） 

第８条 オンブズパーソンの定数は２人とし、そのうち１人を代表オンブズパーソンとする。 

２ オンブズパーソンは、人格が高潔で、地方行政に関し優れた識見を有する者のうちから、

市長が議会の同意を得て委嘱する。 

３ オンブズパーソンの任期は２年とし、１期に限り再任することができる。 

 （兼職等の禁止） 

第９条  オンブズパーソンは、衆議院議員若しくは参議院議員、地方公共団体の議会の議

員若しくは長又は政党その他の政治団体の役員と兼ねることができない。 

２ オンブズパーソンは、本市と特別な利害関係にある企業その他の団体の役員と兼ねるこ

とができない。 

 （解職） 

第１０条 市長は、オンブズパーソンが心身の故障のため職務の遂行に堪えられないと認め

る場合又は職務上の義務違反その他オンブズパーソンとしてふさわしくない行為があると

認める場合は、議会の同意を得て解職することがでる。 

 （苦情の申立て） 

第１１条 市の機関の業務の執行に関する事項又は当該業務に関する職員の行為について利

害関係を有する者は、オンブズパーソンに対し苦情を申し立てることができる。 
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２ 前項の規定による苦情の申立ては、書面により行わなければならない｡ただし、書面によ

ることができない場合は、口頭により申し立てることができる。 

３ 苦情の申立ては、代理人により行うことができる。 

 （苦情の調査等〉 

第１２条 オンブズパーソンは、苦情の申立てがあったときは、速やかに当該苦情に関して調

査するものとする。ただし、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、当該苦情を調

査しない。 

 (1) 第３条ただし書の規定に該当するとき。 

 (2) 苦情の内容が当該苦情に係る事実のあった日から１年を経過しているとき。ただし、オ

ンブズパーソンが正当な理由があると認めるときは、この限りでない。 

 (3) 虚偽その他正当な理由がないと認めるとき。 

 (4) 前３号に掲げるもののほか、調査することが適当でないと認めるとき｡ 

２ オンブズパーソンは、前項ただし書の規定により苦情を調査しないときは、その旨を理由

を付して苦情を申し立てた者（以下「苦情申立人」という｡）に速やかに通知しなければな

らない。 

 （調査の通知等） 

第１３条 オンブズパーソンは、苦情等を調査する場合は、関係する市の機関に対し、その旨

を通知するものとする。 

２ オンブズパーソンは、苦情等の調査を開始した後においても、その必要がないと認めると

きは、調査を中止することができる｡ 

３ オンブズパーソンは、申立てに係る苦情の調査を中止したときは、その旨を理由を付して

苦情申立人及び第１項の規定により通知した市の機関に、速やかに通知しなければならな

い。 

４ オンブズパーソンは、自己の発意に基づき取り上げた事案の調査を中止したときは、その

旨を理由を付して第１項の規定により通知した市の機関に、速やかに通知するものとする。 

 （調査の方法） 

第１４条 オンブズパーソンは、苦情等の調査のため必要があると認めるときは、

関係する市の機関に対し説明を求め、当該調査に係る事案に関連する文書、 

 記録その他の資料を閲覧し、若しくは提出を要求し、又は実地調査をすることができる。 

」 
 

Ａ
〉 
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２ オンブズパーソンは、苦情等の調査のため必要があると認めるときは、関係人又は関係機

関に対し質問し、事情を聴取し、又は実地調査をすることについて協力を求めることができ

る。 

 （苦情申立人への通知） 

第１５条 オンブズパーソンは、申立てに係る苦情の調査の結果について、苦情申立人に速や

かに通知しなければならない。 

 （勧告、提言等） 

第１６条 オンブズパーソンは、苦情等の調査の結果、必要があると認めるときは、関係する

市の機関に対し意見を述べ、又は是正等の措置を講ずるよう勧告することができる。 

２ オンブズパーソンは、苦情等の調査の結果、その原因が制度そのものに起因すると認める

ときは、関係する市の機関に対し当該制度の改善に関する提言を行うことができる。 

 （勧告、提言等の尊重） 

第１７条 前条の規定による意見若しくは勧告又は提言を受けた市の機関は、これを尊重し

なければならない。 

 （報告等） 

第１８条 市の機関は、第１６条の規定による意見若しくは勧告又は提言を受けたときは、必

要な是正等の措置を講ずるとともに、その内容をオンブズパーソンに報告しなければなら

ない。ただし、是正等の措置を講ずることができない特別の理由があるときは、その旨を理

由を付してオンブズパーソンに報告しなければならない。 

２ 前項の規定による報告は、意見若しくは勧告又は提言を受けた日から６０日以内に行わ

なければならない。 

３ オンブズパーソンは、申立てに係る苦情について第１項に規定する報告があったときは、

その旨を当該苦情申立人に速やかに通知しなければならない。 

 （公表） 

第１９条 オンブズパーソンは、第１６条の規定による意見若しくは勧告又は提言及び前条

第１項の規定による報告の内容を公表するものとする。 

２ オンブズパーソンは、前項の規定による公表をするときは、個人情報等の保護について最

大限の配慮をしなければならない。 

 （運営状況の報告等） 

第２０条 オンブズパーソンは、毎年、この条例の運営状況について市長に報告するとともに、

これを公表するものとする。 
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 （委任） 

第２１条 この条例の施行について必要な事項は、市長が定める。 

   付 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第１１条から第２０条までの 

 規定は、平成１２年１１月１日から施行する。 

 （非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１年１２月 

 府中市条例第２８号）の一部を次のように改正する。 

  別表第１建築紛争調停委員会委員の項の次に次のように加える。 

 

オ ン ブ ズ パ ー ソ ン  月 額     ８０,０００円 
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府中市オンブズパーソン条例施行規則 

平成１２年９月２９日 

規則第４９号 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、府中市オンブズパーソン条例（平成１２年９月府中市条例第２６号。以

下「条例」という。）の施行について必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この規則における用語の意義は、条例の例による。 

 （代表オンブズパーソン） 

第３条 条例第８条第１項に規定する代表オンブズパーソンは、オンブズパーソンの互選に

より定める。 

２ 代表オンブズパーソンは、オンブズパーソンに関する事務を総括する。 

３ 代表オンブズパーソンに事故があるとき、又は代表オンブズパーソンが欠けたときは、他

のオンブズパーソンがその職務を代理する。 

 （オンブズパーソン会議） 

第４条 オンブズパーソンの職務執行に関する重要な事項を協議するため、オンブズパーソ

ン会議を置く。 

２ オンブズパーソン会議は、定例会及び臨時会とし、定例会は毎月１回、臨時会は必要に応

じ開催する。 

３ オンブズパーソン会議は､代表オンブズパーソンが招集し、その議長となる。 

４ オンブズパーソン会議に付する事項は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 (1) オンブズパーソンの職務執行の一般方針に関すること。 

 (2) 条例第１６条に規定する市の機関に対する意見若しくは勧告又は提言に関すること。 

 (3) 条例第１９条第１項に規定する公表及び条例第２０条に規定する運営状況の報告等に

関すること。 

 (4) 前３号に掲げるもののほか、オンブズパーソンの職務執行に関する重要な事項 

５ 前各項に定めるもののほか、オンブズパーソン会議について必要な事項は、代表オンブズ

パーソンが他のオンブズパーソンに諮って定める。 

（特別な利害関係にある企業等） 

第５条 条例第９条第２項に規定する本市と特別な利害関係にある企業その他の団体は、主

として本市に対し請負をするものをいう。 
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 （苦情申立書） 

第６条 条例第１１条第２項本文の規定による苦情の申立ては、苦情申立書（第１号様式）に

より行うものとする。 

 （正当な理由） 

第７条  条例第１２条第１項第２号ただし書に規定する正当な理由があると認めるときと

は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 (1) 苦情に係る事実が極めて秘密のうちに行われ、１年を経過した後初めて明らかにされ

たとき。 

 (2) 天災地変等による交通の途絶により申立期間を徒過したとき。 

 (3) 苦情に係る事実が継続しているとき。 

 (4) 前３号に掲げるもののほか、オンブズパーソンが正当な理由があると認めるとき。 

 （苦情について調査しない旨の通知） 

第８条 条例第１２条第２項の規定による苦情申立人への通知は、苦情について調査しない

旨の通知書（第２号様式）により行うものとする。 

 （調査実施の通知） 

第９条 条例第１３条第１項の規定による市の機関への通知は、調査実施通知書（第３号様式）

により行うものとする。 

 （調査中止の通知） 

第１０条 条例第１３条第３項の規定による苦情申立人への通知は、苦情調査中止通知書（第

４号様式）により行うものとする。 

２ 条例第１３条第３項又は第４項の規定による市の機関への通知は、調査中止通知書（第５

号様式）により行うものとする。 

 （苦情調査結果の通知） 

第１１条 条例第１５条の規定による苦情申立人への通知は、苦情調査結果通知書（第６号様

式）により行うものとする。 

 （勧告、提言等） 

第１２条 条例第１６条第１項の規定による市の機関に対する意見又は勧告は、苦情等に係

る是正等の措置勧告書（第７号様式）により行うものとする。 

２ 条例第１６条第２項の規定による市の機関に対する提言は、苦情等に係る制度の改善提

言書（第８号様式）により行うものとする。 
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 （是正等措置の報告） 

第１３条 条例第１８条第１項の規定によるオンブズパーソンに対する報告は、苦情等に係

る是正等の措置報告書（第９号様式）により行うものとする。 

２ 条例第１８条第３項の規定による苦情申立人への通知は、苦情申立てに係る是正等の措

置報告通知書（第１０号様式）により行うものとする。 

 （勧告等の公表） 

第１４条 条例第１９条の規定による公表は、市の広報紙への掲載その他の方法により行う

ものとする。 

 （運営状況の報告等） 

第１５条 条例第２０条の規定による報告は、年度ごとに、次の各号に掲げる事項について行

うものとする。 

 (1) 苦情申立件数 

 (2) 苦情調査件数及びオンブズパーソンの発意に基づく調査件数 

 (3) 市の機関に対する意見若しくは勧告又は提言の要旨 

 (4) 市の機関からの提言等の措置報告の要旨 

 (5) 前各号に掲げるもののほか、条例の運営状況に関すること。 

２ 条例第２０条の規定による公表は、前項に掲げる事項について市の広報紙への掲載その

他の方法により行うものとする。 

 （議会への報告） 

第１６条 市長は、条例第２０条の規定による報告を受けたときは、その内容を議会に報告す

るものとする。 

 （雑則） 

第１７条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

   付 則 

 この規則は、公布の日から施行する。ただし、第６条から第１６条までの規定は、平成１２

年１１月１日から施行する。 
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